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まえがき

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本医用光学機器

工業会(JMOIA)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきと

の申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣が改正した日本工業規格である。これに

よって，JIS T 4402：1953 は改正され，この規格に置き換えられる。

今回の改正では，日本工業規格を国際規格に整合させるために，ISO 9801：1997，Ophthalmic instruments

－Trial case lenses を基礎として用いた。

JIS T 4402 には，次に示す附属書がある。

附属書 A(参考)　検眼レンズの精度検査用試験装置の一例

附属書 B(参考)　材料及び表面の品質の試験方法，並びに推奨方式の一例

附属書 C(参考)　フルアパーチャー検眼レンズのレンズ識別マーク

附属書 1(参考)　JIS と対応する国際規格との対比表
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日本工業規格 JIS
T 4402：2002

検眼レンズ－屈折検査用

Ophthalmic instruments－Trial case lenses

序文　この規格は，1997 年に第 1 版として発行された ISO 9801:1997，Ophthalmic instruments－Trial case

lenses を元に，我が国の実情に合わせて，技術的内容を一部追加，変更して作成した日本工業規格である。

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格にはない事項である。

1. 適用範囲　この規格は，眼の屈折補正レンズ度数を決定する，枠入れされたフルアパーチャー検眼レ

ンズ及びリデューストアパーチャー検眼レンズについて規定する。

この規格と ISO 15004 との間に差異がある場合は，この規格を優先する。

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT (一致している)，MOD (修

正している)，NEQ (同等でない)とする。

ISO 9801:1997，Ophthalmic instruments－Trial case lenses (MOD)

2. 引用規格　次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その最新版(追補を含む｡)を適用する。

JIS B 7090　光学及び光学機器－基準波長

備考 ISO 7944，Optics and optical instruments－Reference wavelengths が，この規格と対応している。

JIS T 7330　眼鏡レンズの用語

備考 ISO 13666，Ophthalmic optics－Spectacle lenses－Vocabulary が，この規格と一致している。

ISO 8429　Optics and optical instruments－Ophthalmology－Graduated dial scale

ISO 8598　Optics and optical instruments－Focimeters

ISO 12867　Ophthalmic instruments－Trial frames

ISO 15004　Ophthalmic instruments－Fundamental requirements and test methods

3. 定義　この規格で用いる主な用語の定義は，JIS T 7330 によるほか，次による。

3.1 検眼レンズ (trial case lens)　眼の屈折補正量を測定・評価するために使用する枠入れされたレンズ。

3.2 フルアパーチャー検眼レンズ (full-aperture trial case lens)　レンズ開口径を最大にするために，縁幅

が約 1 mm の保護用レンズ枠に入れたレンズ。

3.3 リデューストアパーチャー検眼レンズ (reduced aperture trial case lens)　レンズの厚さを薄くするた

めに，レンズ枠の外径に比べてレンズ開口径を大幅に小さくしたレンズ。

3.4 補正値付検眼レンズ (additive power trial case lens set)　一式の球面，乱視，又は球面円柱の組合せの

検眼レンズで，最後の面で測定した後面頂点屈折力が，各検眼レンズを検眼レンズ仮枠の所定位置に配置


